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一　，，ごア〆ワやの産業標準化と

だ　　 ’一品質管理，　／’

’乞　・’：　毛　中・・本　　守　　　 ・

　　　　わカミ國の標準化の常識からすると，民主々義のアメリ
　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で

　　　カ，自由主義のゲろリカと産業標準化とは・たが・・た相

　　F容れな’いような感じを、うける。ところが實際は工業界に

　・覇農漁業界でも標準化力轍底してV．・て，機械類や日用

忌難貨晶麹蝶膿品鵬ちちん，バター，チーズ。た
計　i’＊　tからトマトジポデト等の農産物まで標準¢されてい

宴ゆ深く國民蝋麟げζんで・生活が標準化され・生

、．
~あ離に大続貢灘している。そして標準縦は極

　剛あで良然に，肖螢的にf｛興主的に行わ劃ている。この蔭
’㌧：にぱ民主渇義のパ髄ケボンである協力精紳力｛一貫じて流

だ甥錫灘羅雛窪を撫ず6　、Z）　’e

［’“政府機關力建宰する電のと二つに大周できるoLノ

∫／憾麟罫施騨る鹸麟・t－、　1
ノt@ty｛　；　ハ　　l　　　　　　　，　　　　　　　　　　　“”

l　L禽雛麟霞　、　　；　　　’　、　　　一
㌃T”　一産業搾魯準化耀業嚢達の磨然9要求として起？でく

《・降ものである鯵・個抑製造會脚螺準の罎黙とな、
　　i　。，tsぐとは説瞬鋭要ざないであろう。標準艦購家庭生活に
ぬJt@ゐ　　へ

吃：・懐鷺灘溶β卜軸でいて・こ縫使えば便租隅邦声
1，、妻やち，ためPtよいか鋒標準をはずれた重めは買手Pt少
u、　．ない。だから會就は標準を使わねば，商喪が繁盛せぬ。
：” D叉一方競灘溺はげしいから，鯉品の改良や新工夫の案出

　㌃κいそがしV・。このように製品力竃次々に隼れでくるから
”　　　　　　　ノ　　　　　　　　の

・，　，・　Xこの標準化P泌婁になつてぐる。だから生産會rrtは制

二辱〆 鞨Zの標準の利用とダ敗良した薪製品の標準化にいそが

へVV㌔こう1してで嵐るの力檜証標準である。T，　，
一　∴皿・一一一一・：ヂ麿期禽穣撃細霊な産菜組合㌧

ttいt．・Natt・nal　E1e¢trica1　M㎝晦伽雄s　As｛pciati・n
　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　－
㌦　’《NEMA）！；t、　　’一　・　、
ン　電氣工業総合は電氣産業各種30の工業組合からなる、

・∵離で・その主雄報標準の縦である。そし噸分
eJ　lの標準嬢か堕でなぐ，國家標準劇定ρ総元締であるアメ

姶P勘標準組倉（4SA）の電無部門標準剃定に多くの韓事
み，搬をら助，又他dyx業組合および學協會と協力して標

1㌧’i靴献麺役賊厭咋鴎．
∵　》pm・r，i・qn　P・tr・！さ磁ln・tftqte（API）　・

デf＿7メ効職離業の舞合で生幽精製・蓮鵬賓軍璽
一｝’、・4部門にわか膨で吟で，前二者が標準化に活濃なはたら’

㍉を純して，藩畷備，試験方法，精製方法瓢映の設
蕗備め騨i醐定レて・・る・mSMA胴穣にASAでの・
／・騨部門勧蕎種騨化磯事役をつEめジ叉AS颯

1槻誰＄A∴の工具gevよがエ｛糠械部分晶標準飼定の韓事役を

1｝ボ・つと’ip’叉醸漁晦力しτ工作灘棚㌦初制
鵠が御騨螺靴鋤け・，豫府機關鵬ガ確工㈱艘
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v

　　　’Arnerican　Gas　Associat圭on（AGA）　　　　　　　　　　　　’

　　　ガス燃焼機類の製邉者お『よびガス利用者の組合で，家　、

　　庭用ガス器具の標準化紬な仕事め・【つである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　II．－2　學協會擦準r。孟な學協會

　　　American　S㏄iety　for　Testing　Mat〔疵参1s（今STM）

　・アメリカで最も古い協會で・替料とその試験規格を制
　　定する’ので有名で，その剰定する規格の歎は世界一・とい

　　われ，叉この種規格では最も椹威ある電のと認められ，

　　わが國の工業規格もこPtを滲考としたもの力移い。協會

　　自髄としては，試験研究所はもっていないが，會員には
　／塘料，生産者，使用者，材料試験研究のエクスパ…　F，　1

　　學者等政府および民聞昏界の有能の團鵬個入をもつて’

　　いるので，事實上全國の國際研究機關を常に動員して研

　　究し，その結果として生れる標準に権威のあるのは當然

　　とV、えようo　　　　　　　　　　　　　　　 　／

　　　　　　　　　　　　　　‘　　ら　。　American　Society　ef　Mεchautical’　Engin¢ers（ASME）

　　　一毅機械工業およびこれに關係のある學者，技術者を
　　會員とナる協會で，科學おまび技衛の逡歩登淫を目的と

　　しているが，その主な事業は標準の制定である。原動機
　　および諸機械の試験規格，ボイラーコ門貰保安規程等

　、は最亀樺威ある庵のとして有名であるo
　　、S。。i鱒。fム・t。m・ti。e・Engin。e・s’（S鋤　　、・

　　、輿動庫製造に關する一切の科學技衛の擁究とNその登達’

　　とを目的とする協會で，關係各界の纏威者を幹部とし，

　’制定する標準は自動車工叢の基準どして権威あるものでM

　　すべてSAE　hand　bookに胸ざめられてv・るo　　，
　　　American・ln・tit・t・・f．　E1・・t聯1恥gi騨・（AIEEy

　　　鷹氣蝶餐界の技儲の騒で」η励のほかメキ
　．シ＝rカナダをはP雛郷國から翻入している．こ
　　の協會で翻定する標準は，術語ジ試験方法，設計山の基

　　礎等が主な項目である。又AIEEはASAの標準劇定に
　　當つては，上記諸項．目について幹事役をつとあている。
　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　艦
　　じ以上はほんの一例にすぎな娠・Dアメ’リカ全産業を遮じ

　　現在標準化焙動を行つている諸團騰は427の多敷になつ、
　　でいる。　　　　　　　　　　　＼　　－

　　　III．　國象標繧　（1勲鍾oη融叢Stapdards一退稻AS4’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》　～
　．　StasadardS）　　　　　　爲　　　　　　一t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ．
　’　組合標準も，學脇會標準も，會鮭標準に比し關係する

　　範晦蜜く・諜の基礎としで津の鍵に大きく貢蜘ノ

　　莞1錺委董黙響響郷勢籍藁讐雛舞齢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　塚標準である。そしてその澄話役とρて・牽業全禮で組
　　織し蓮螢している團髄がすなわち，ナメリカ標準協會
　　American　StandaTds　A＄s㏄iation一略講ASA）である　　。
　　敵に4SAはアxリ瀬準化の翫継，ゴ・効産業
　　をその傘下におさめ，標準化に？糠て嫁最高の灘戚を有
　　k．，欧府蛸費巻の一具として，糠準制驚に魏㌻協ガて
　　していることは注賃に値する臥この邊溺わ力囑と大いに　　　冤

　　墨2でいる貼である。．　　－　　　f一
　　　その標準髄定㊧順序は，禽灘標準が組合や協會懐準の

　　原集になるのと同詠・偶家標準の原案は灘離倉・學

灘漿鱗1雛鑑1叢だ
　表者か疹なる委員會で審議するOL　　　　　．　s・

　　こうして縦さ減の瑚家騨饗・普通ζ純湘A、
Standardsとよんでいるd　r　t・
　　eの・うにアメ’カの麟標聡製齢に爵鶴∴
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　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　／
　〉　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　業界を経て國家漂準へと，下から上kとピ？ミッド式に

　　　騨々に上つで徹つr・しか駅の途申・製産者鵬ちろ，
　　　ん，開係學識経験者，販璽業者，使用鶏潰費者等，お

　　　よそ利害關係のある、者は総で審議に参加し，極均て民主

　　　的に，しかもその裏面では關係者の有する砺究機驕の協’

　　　カによP充分の科學技籔的の研究の裏付けによy審議制
　　　定され’るか錫その標準は自螢的，昆主的で，標準制定

ノ　の原嬬に合敷し，現代アメリカ産業の基準となるぺ選水

　　　聯いもめ卵外からその麟認轡ている1

　　　　晦艘醗事す確騨　’”
　　　，　「・F・deral　Specifiit・ti・n　　　t　　〆
　　　　建邦政府購買規格とでも誕すぺ塗もので，アメリカ政

　　　府幽品鵬入するために特に制定する仕様書で・受庖
・　検査の仕加・ら荷ma　gg方法まで詳細ド指定している。

　　　罐聾雛筥露票鵤縫罎鵬象綴髪’
　　　徴するので，民主的標準であるので産業界の標準と實質
　　　的には大差はなY・。だからこの規絡は産業界でも購買に

讐盤鷺轟v，（JAN）Spbcificati。n

　　．　踵海軍用軍需品購貿規格で，Federal　Specificationと

　　洞様の手綾で制定されるΩ産業卑も關與するζとも叉同

　　・嶽である。　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　，
　　　　Il翠、、　Commercial　St即d　ard8　　　　、

　　　　きれは商務省が主宰して制定ずる日用品の標準である

　　　アメリヵ政府は，一般大衆の利益を保護し，その日常生

　　　活水準の向上をはかることに大きな目標をおいているd

　　　ζの標準はこの方針に沿うために，主として一般大衆の”

　　　需要の封象たる日用品の標準を定め，そQ品質の向上と

　　　公正な商取引，とをさせて，大衆の利益を保護するのがそ

　　　の目的である。このためには，品物の品質に等級を設け

　　　商標にこれを明認して，買手力£安心して自分の欲する品

　　，位ρ亀のを買・’得る仕組である。これは製産者の鱒心

　　　を刺戟して，晶質の自然の向上をねらつた一石二鳥の妙

　　案だ魁今までの経験で，、立汲に層の目的を建しつN・あ

　゜ることを謹明している鮎に注意すべきで南る0
　1　1V．　A諺riCultUral　Standardβ　　　　　1、　　　　’

　　　　農務省が主宰して制定する農産物（加工品をふくtむ）

　　標準であるo　　　　　　．　　　　　　　　　　’
　　　　アメリヵの農業およびこれに關する加工産業はヂわが

　　國にくらぺて，格段に高い水準にあるごとはもちろんだ’

’が，工業にくらべる球だまだ水準が低）・。工業は直接
．　國の手を借yずども立派に進んで行葛標準化も，前に建

　’べた通り國家標準は，°産業薗らの手で作y上げて行つて

　　いる位である。しfl・　L，農産業は，：1こまでは行つていな

　tい。工業とは事情の遼う貼もあるが，研究改良は國家機關

　　たる政府の手を借yねばならぬ鮎が多い。ずなわち政府
　　が指導的立揚に立つて産業の進歩改良に協力している。

　　　V．Standards　fQr　Food＆1）rug　　　．
　　　　　Ad血inistration
　　　食料および藥品取締標準と課すべきもので，以上の標

　F“準と異η，人の生命を保護するため，健康保持上最低限

　　度の品質を規定し，これを法律化したのがこの標準であ

　　る。だから産業標準とは異り，強制力を竜ち遽反を罰す

　　ることになつているo　　　　　　　　　　　　　　、
　　　しかし審査捌定に當つては，廣く闘係産業の意見を徴

・　・するこどは，前蓮の諸標準と同様であるζとを附け加え

ll頓ア綱。
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ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　L

・以上でアメリカ標準化の極く大略を建ぺたことになるI　l
　が・F・・d・nd　Dz・g　ACtministr・tlOP、のesvaをρ趣ゼ，～

　いずれ亀剃定は自螢的であy，標準そのもめには強勧力・　・

　を持つてtr・ない。ηゾカで標準化蘭係者から例外なしL、
　に　Voluntary　and　not　manaatorヅ．と闘力寿され・た｝う㍉　　1　　ご

　ζれがア刈力標準化の主旨であ恥叉藻撃㈱、ζれが冠，
理想であv，混主礒麟つ矯訪で幽祝深榔象∵∴燭

佛ら燐ことで樋・　ド　iご・t　．VごL．
、、こ・で標靴にらいて少し遮諏いと甑鮮嘱｝

雑諺鷲幣鰯彦濤紹黄驚謬霧艦斎ll鼠二1

・るのであつてはならぬはずである。製醗にも便用者tノ
　に亀文滑費者にも公卒に都合のよV〈　＄　COでなければなら、｝

ぬ．從ρて標準を決める手灘しでは，欄係のある総で・、＼・

　の入々によウて，自畿的民主的に決あられねばならぬ昼　・　”

雀麦εも鷺奪器蓬欝讐婆灘昔鷲謬・∴

・ならぬげすでに遮ぺ托ところで，ゲメリカ標準化活動が　　　、
　この原剰の線にピッタリ當てはまって有われでいること　’9「

を鶴罎灘灘謡鵡融を湘忌
　和24年工業標準化法が公布されてかb，この療期に沿’

つて活磯になっそきたことは喜ばしいが，民主礒ゆ鍛ll
　底の充分でない現在，そして歴史的とで亀いう跨）t共参’　、

共榮の親念kとぼしv・と醗せざるを得ぬわれわれ灘働f㌦
　では，残念ながら標準化の原則の認識が不充分で，筆者　・ピ
　自身どもすると藻準化の原則から外れることを逡憾に思一”、
　う吹第である。この際，り關係者ととるに反省自畳して，”　t’．

　一日も蓮かに健全な標準化活動によy，わPミ國再興に寄
　與したいと願つて止まぬi爽第である。　　，　　　　、　　’　・、

　　さてこのアメリカの立汲な標準化も歴史は鈴サ古いど

　はいえぬ。19世紀末にはすでにこの活動は始まつて膝　t｛．
いたカ㍉國家標準の総元締たるアメリカの標準臨會㌧ノ

　（A§A－一一sw出）が生れたのは1918年だからわPt國と大し　　　’

　て蓮わない潔、である・にもかカ「あらずここで決められる　　ド

　アメリヵの標準が貞他．と彰に認める擢威ある世界的の亀　、

　O’で，賓にアメリヵ産業の結晶と〆うべく，翠にアメリt　　・

　力産業の基準であるば艶砂でなく，世界産業の貝標とレ
　て認めちれるに到つためは逡歩し潅科學や技術にょるの　　’

　は声ちうんだが，竜つと根本的には2プメリカ人の共存　　、．

　共榮を願う心と，この心から生れるおたがいの協力とに1　．
よるのである。「商勲：た劃とはアメリ．カ．に樋用プ　le，

　るらしく，お互の競箏のはげしいζとはH本以上である　1
　（他を幟牲にしてと、・う麟のでなな、・）標準嚇議tc．　ぐ
　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　x

　際しては甲乙利害相辰して意見の一敷しない場倉も随分・

　あるそうである。とζうが標幣化の利釜ぱおたがいに・十・　’

　分承知しているので，審議原案が同業者又は産業全髄に　・　’；

利益だとわかれば，たがぜ・に妥協鮎を見働すなり，先方’　い

　に理屈があると認めれば薗読を引つ込めるなレして7e組　　）

合標準なりi國家標準なりをきめるのである。國の力淋

張く加わるなら別問題であるが，おたがいに自由、な立揚　　　〆

噂民主的に事件が割合にすらすらと虜理されて行くその
　蔭には，この協力の精紳が強く働いていることを見逃し、　’　㌧

そはならぬ。アメリカの標準化を調Ptて見丁，至るとζ，欧、，，

　ろにこの協力精紳が現われているのを襲見したのである　　　綻

！職後といわず，永年わが國はアメリヵかち技徳を輪入．　∴β

　し，取り入かようと努力しできた。その結果アメサカ人　e！
　竜驚く程の工業の進歩をして今日に至っ瓦こ1とは事蜜㍗　　t＋，

はあるが・ア籾力の砂とくらべて具て・その臓熊摘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　許亀㌔　　t”
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